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1　は　じ　め　に

水稲の湛水直播栽培において，倒伏の発生は収穫作業を

困難にし，さらに収量及び品質の大きな低下を招く。特に，

日本稲は外国稲に比べ直下椴が少なく，「ころび型倒伏」

が発生しやすいことが指摘されている。そこで，本研究で

は，湛水直播栽培において品種及び栽培技術を組み合わせ，

これらによる総合的な倒伏軽減技術につい検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　青森農試本場（黒石市）

（2）試験年次1993年及び1994年

（3）土壌条件　表層腐植質多湿黒ポク土

（4）播種期　5月8日（1993年），5月10日（1994年），

いずれも代かき直後に播種した。

（5）播種法　手播き，散播（カルパー粉粒剤の粉衣量は

乾籾2倍量）。

（6）試験区の構成　下記の水準内容でし．6（2■5）2水準

系直交表に割り付けて試験を実施した。

表1取り上げた要因と水準（1区15Ⅰガ，2反復）

要　　　因　　　第1水準 第2水準
品　種　　　　　　　むつはまれ

（2か年とも）
基肥量（Nkg／a）　0．4
播種量（乾籾鹿／a）0．3
倒伏軽減剤　　　　施用
中干し　　　　　　　有り
芽干し　　　　　　　有り

むつかおり（1993年）
ふ系164号（1994年）
0．8

0．6

無施用
無し
無し

注．2か年とも幼穂形成期に追肥（0．2Nkg／a）をした。

（7）稲体の引き抜き抵抗（1993年）

成熟期に穂数が5本の株を対象に，これらを引き抜く際

の最大荷重量で示した（5株調査，k／株）。

（8）倒伏程度　成熟期に調査。倒伏の階級は0（無）～

5（甚）の6段階。

3　試験結果及び考察

（1）倒伏の発生状況

品　　　基　挿

肥　権
種

塁　丘

1．むつはまれ，0．4．0，3．

2．ふ系164弓，0．4．0，6．

3．むつはまれ0．4．0．3．

4．ふ系164号．0．4．0．6．

5．むつはまれ．0．8．0．6，

6．ふ系164号．0．8．0．3．

7．むつはまれ0．8，0．6．

8．ふ系164号，0．8．0．3，

9．むつはまれ0．4．0．6，

10．ふ系164号．0．4．0，3．

11．むつはまれ，0．4，0．6．

】2．ふ系164号，0．4，0．3．

13．むつはまれ．0且0．3．

14．ふ系164号，0．8．0．6．

15，むつはまれ，0．8，0．3．

16．ふ系164号．0息0，6，
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図1各試験区の倒状の発生程度（1994年）

1993年は長期にわたる低温・少照のため，梓長は全体的

に短めとなり，試験区における倒伏の発生はほとんどみら

れなかった。

一万，1994年は記録的な猛暑となり，水稲の生育も良好

で∴取り上げた各要因の組み合わせにより，試験区では倒

伏程度「0」～「5」の倒伏が発生した（図1）。

ここで．梓良の倒伏との間には．正の相関関係がみられ

るが，各々の品種に関し，梓長が同程度でも倒伏程度が異

なるなど，倒伏の発生に対しては梓長に加え，他の要因の

関与も示唆された（図2）。

（2）倒伏に及ぼす要因の影響

採用した6要因について，各要因の倒伏軽減効果の分散

分析の結果を表2に示した。この中で，倒伏に大きく影響

する要因としては，「品種」及び「中干し」が挙げられ，

次いで「基肥量」であった。また，水準付与係数より，こ

れらの倒伏軽減効果は「品種」及び「中干し」が倒伏程度

にして，それぞれ，およそ「2」，「基肥量」では，およそ

「1」であった。
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図2　梓長と倒状程度（1994年）

表2　倒伏に及ぼす要因の影響（1994年）

要　　　　因
水準付与係数（倒伏程度） 寄与率

1　　　　　2　　　　（％）
品　　　　種　　＋0．94　　　－0．94
基　肥　量
播　種　量
倒伏軽減剤
中　干　し

芽　干　し

34．8

一0．56　　　＋0．56　　　11．7

0．1

0．0

－0．94　　　＋0．94　　　　34．8

0．1

誤　差（e）

（3）梓長に及ぼす要因の影響

表2の結果より，短梓品種（「むつかおり」，「ふ系164号」）

を採用することで，倒伏が軽減されることが明らかになっ

た。そこで，採用した要因が，どの程度梓長の短縮に寄与

するかを検討した（表3）。

表3　梓長に及ぼす要因の影響（1994年）

要　　　　因
水準付与係数（CⅡl）　　寄与率
1　　　　　2　　　　（％）

品　　　　種　　　＋4．1
基　肥　量　　　－3．8
播　種　量　　　＋2．7
倒伏軽減利　　　一1．2
中　干　し

芽　干　し

ー4．1　　　　38．5

＋3．8　　　　33．5

－2．7　　　　17．2

＋1．2　　　　　3．1

0．6

1．0

誤差（e）　　　　　　　　　　　　　　12．7

その結果，「品種」及び「基肥量」の影響が大きく，次

に「播種量」であった。また，節間長についてみると，

「品種」は第2節間を，「基肥量」は第4及び第5節間を主

に短縮した（データ省略）。ここで，「倒伏軽減剤」の影響

が小さかったのは，土壌が黒ポク土で倒伏軽減剤の処理効

果が発現しにくい土壌であったことと，試験区においては

「品種」，「基肥量」及び「播種量」の梓長に及ぼす影響が

大きかったためと思われる。

（4）倒伏軽減に対する中干しの効果

倒伏の発生に影響した要因の中で，「品種」及び「基肥

量」については梓長短鮪に寄与しており，これにより倒伏

が軽減されたものと患われる。しかし，「品種」と同程度

の倒伏軽減効果があった「中干し」ついては，梓長を含め

水稲の生育には大きな影響を及ぼすものではなかった。

そのような中，1993年に土壌の稲体への支持力をみるた

め稲株の引き抜き抵抗に及ぼす要因の影軌こついて検討し

た（表4）。

表4　稲株の引き抜き抵抗に及ぼす要因の影響（1993年）

要　　　　因
水準付与係数（ ／株）　寄与率

1　　　　　2　　　　（％）
品　　　　種 0．3

基　肥　量　　－0．58　　　＋0．58　　　　6．7
播　種　量
倒伏軽減剤
中　干　し

芽　干　し

1．7

0．1

＋1．61　　　－1．61　　　57．4

－1．00　　　＋1．00　　　　21．1

誤差（e）

その結果，明らかに「中干し」を実施することで稲株の

引き抜き抵抗が大きくなっており，さらに1994年に水管理

と土壌硬度について検討したところ，中干し区において土

壌硬度が高まっていた（表5）。

衰5　水管理と土壌硬度（出穂後20日）（1994年）

項　　　目　　　　湛水区　　　　中干し区
さげふり深（皿）　　　10．5　　　　　　7．5

中干し期間：7月13日より8日間

以上より，「中干し」の実施により土壌硬度が高まり，

稲体に対する支持力が強まり，倒伏が軽減されたものと考

えられた。

4　ま　と　め

（1）水稲湛水直播栽培の倒伏の発生に影響する要因とし

ては，「品種」及び「中干し」が主なもので，「基肥量」も

やや影響を与える。

（2）倒伏軽減のためには，短梓品種の採用と少量基肥に

より水稲の短梓化を図り，中干しの実施で土壌の水稲に対

する支持力を強めることが有効である。
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